
私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

多彩な活動で多彩な活動で
会員一人ひとりが活躍中会員一人ひとりが活躍中

〜仲間と一緒に健康長寿〜〜仲間と一緒に健康長寿〜

をを誘って出かけよう！誘って出かけよう！仲間仲間

　ポストコロナの社会変容を
見据え、これからの老人クラ
ブ活動においても、集団での
活動と小規模グループや在宅
などでの活動を組み合わせ
て、新たな活動を創りだして
いく必要があります。
　会員同士の交流やコミュ
ニケーションの方法につい
て、お互いに知恵を出し合い、
つながり方を工夫して、多
様なかたちでつながり続ける
活動に取り組みましょう。

多様なかたちで
つながろう！

健康 グラウンド・ゴルフグラウンド・ゴルフ

ラージボール卓球ラージボール卓球

サロンで脳トレサロンで脳トレ 清掃活動清掃活動 奉仕

　長引くコロナ禍により、高齢者の体力低下
や孤立が心配される中、老人クラブは、高齢
者にとって一番身近な健康づくり・仲間づく
りの場としての役割を果たすため、感染対策
をとりながら、徐々に活動を再開しています。
　近くの高齢者をお誘いして、みんなで楽し
く健康長寿をめざしましょう。
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私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

◆
メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と

が
助
け
に
な
る
た
め
、
感
染
状
況

を
注
視
し
つ
つ
、
感
染
防
止
策
を

講
じ
な
が
ら
、
通
常
の
活
動
と
在

宅
で
の
活
動
を
適
宜
選
択
し
、
会

員
相
互
の
つ
な
が
り
を
保
つ
機
動

的
な
取
り
組
み
の
定
着
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
を
基
盤
と
し
た

高
齢
者
の
自
主
的
な
組
織
と
し

【
基
本
方
針
】

【
事
業
の
重
点
項
目
】

①
「
会
員
増
強
運
動
」
の
推
進

② 

健
康
寿
命
の
延
伸
と
多
様
な
か

た
ち
で
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

推
進

③ 

リ
ー
ダ
ー
や
後
継
者
の
育
成
と

組
織
活
動
の
充
実
・
強
化

令和 4 年度 市老連行事予定表（令和4年6月１日現在）

※会議・行事は変更になる場合があります。

月 日・曜日 事　　　項 場　所

4
5（火）第 1 回 常任理事会 ウェルとばた

28(木) 第 29 回 監事会 ウェルとばた

5

9（月）第 2 回 常任理事会 ウェルとばた

16（月）第 74 回 理事会 ウェルとばた

30（月）第 39 回 定時総会 ウェルとばた

31（火）全老連 第 1 回理事会 東京都

6

2(木) 第 3 回 常任理事会 ウェルとばた

16(木) 全老連 第 2 回理事会 東京都

20（月）第 1 回 女性部会 ウェルとばた

23(木) 第 1 回 友愛・奉仕部会 ウェルとばた

7

1(金) 第 4 回 常任理事会 ウェルとばた

7(木) ～ 8(金) 九州ブロック老人クラブリーダー研修会 長崎県

26（火）都道府県・指定都市老連事務局長会議 東京都

8

1（月）第 5 回 常任理事会 ウェルとばた

4（木）第 1 回 健康部会 ウェルとばた

8（月）活動推進員等職員セミナー 東京都

18(木)～19(金) 九州ブロック事務局長会議 沖縄県

9

2(金) 第 57 回 年長者の祭典 北九州芸術劇場

13(火) 第 6 回 常任理事会 ウェルとばた

15(木)～21(水)「老人の日・老人週間」 全市

20（火）全国一斉「社会奉仕の日」 全市

単位老人クラブ新任会長研修会 ウェルとばた

10

4（火）第 7 回 常任理事会 ウェルとばた

女性リーダー研修会 ( 友愛活動研修会 ) ウェルとばた

第 2 回 健康部会 ウェルとばた

第 2 回 友愛・奉仕部会 ウェルとばた

11

1（火）第 8 回 常任理事会 ウェルとばた

8（火）全老連創立60周年記念全国老人クラブ大会 東京都

12（土）～15（火）第 34 回全国健康福祉祭
神奈川・横浜・川崎・相模原大会 神奈川県

18(金) 第 30 回 グラウンド・ゴルフ大会 穴生ドーム

12
1(木) ～ 2(金) 高齢者の健康づくり・生活支援セミナー 東京都

1(木) 第 9 回 常任理事会 ウェルとばた

1

10（火）第 10 回 常任理事会 ウェルとばた

第 3 回 健康部会 ウェルとばた

第 2 回 女性部会 ウェルとばた

2

2(木) ～ 3(金) 都道府県・指定都市老連代表者会議 東京都

7（火）第 11 回 常任理事会 ウェルとばた

16(木) ～ 17(金) 九州ブロック連絡協議会 福岡市

第 51 回 年長者王将・名人戦 ウェルとばた

3

10(金) 第 12 回 常任理事会 ウェルとばた

14（火）全老連 第 3 回理事会 東京都

第 75 回 理事会 ウェルとばた

理事研修会 ウェルとばた

第 4 回 健康部会 ウェルとばた

第 3 回 友愛・奉仕部会 ウェルとばた

友愛訪問活動友愛訪問活動

駅などでのポスター掲示駅などでのポスター掲示

て
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
、
人
生
１
０
０
年
時
代
の
明

る
い
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
市
・
区
・
校
（
地
）
区
老
連

が
一
体
と
な
っ
て
、
会
員
一
人
ひ

と
り
の
福
祉
向
上
と
組
織
の
発
展

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
地
域
の

高
齢
者
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ

う
、
元
気
な
楽
し
い
活
動
を
通
じ

て
、
そ
の
存
在
意
義
を
示
し
、
地

域
が
つ
な
が
り
続
け
ら
れ
る
取
り

組
み
を
展
開
し
ま
す
。

【
令
和
４
年
度
の
新
規
取
り
組
み
】

① 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
若

年
層
や
市
外
の
親
族
等
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ

② 

新
規
結
成
及
び
活
動
再
開
ク
ラ

ブ
の
区
老
連
奨
励
制
度
の
導
入

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信

（
抜　

粋
）

令
和
4
年
度  

事
業
計
画
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正
会
員
が
ウ
ェ
ル
と
ば
た
に
参
集

「
第
39
回
定
時
総
会
」を

 

3
年
ぶ
り
に
開
催

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
過
去
2
年
間
、
書
面

決
議
と
な
っ
て
い
た
総
会

を
、
感
染
対
策
を
講
じ
た

上
で
、
去
る
5
月
30
日

（
月
）、
ウ
ェ
ル
と
ば
た
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
北
九
州
市
保

健
福
祉
局　

村
上
課
長
、

北
九
州
市
社
協　

垣
迫
会

長
を
来
賓
に
お
迎
え
し
、

正
会
員
１
２
０
名
（
委
任

状
含
む
）
が
出
席
し
て
式

典
を
行
っ
た
後
、
令
和
3

年
度
事
業
報
告
・
決
算
を

は
じ
め
、
理
事
の
補
充
選

任
な
ど
の
議
案
の
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
八
幡
西
区

の
正
会
員
に
、
司
会
や
議

長
、
市
民
憲
章
な
ど
の
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
盛

会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
の
開
催
に

あ
た
り
、
北
九
州
市
立
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
様
よ

り
、
高
齢
者
の
消
費
者
被

害
を
防
ぐ
啓
発
資
料
や

グ
ッ
ズ
の
ご
提
供
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ご
出
席
い
た
だ
い
た
正

会
員
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第 39 回定時総会で、次の 2 名の方が理事に選任
されました。

　池邊　　元（戸畑区老連）
　名越　雅康（北九州市保健福祉局）

新役員のご紹介
令和 4 年 4 月 1 日付で、次の１名の方が正会員
として入会されました。

　名越　雅康（北九州市保健福祉局）

新正会員のご紹介

篠塚会長あいさつ篠塚会長あいさつ

令和 3 年度収支決算
（令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日）

科　　　　目 金　額
 1 会費収入 4,519
 2 補助金等収入 17,630
 3 負担金収入 0
 4 寄付金収入 300
 5 雑収入 323

収　入　計 22,772
 1 事業費支出 5,779
　（1）健康づくり（スポーツ等競技会） 1,116
　（2）生きがいと創造事業（事務費、研修費） 3,836
　（3） 研修会・部会・広報支援事業 827
 2 管理費支出 ( 総会、理事会、全老連会議等 ) 1,418
 3 人件費支出 12,245

支　出　計 19,442
当期収支差額 3,330
当期経常外収益増減 0
当期一般正味財産増減額 3,330
期首残高（前年度末繰越金） 32,685
期末残高（当年度末繰越金） 36,015

（単位：千円）

科　　　　目 金　額
 1 会費収入 4,314
 2 補助金等収入 17,872
 3 負担金収入 0
 4 寄付金収入 200
 5 雑収入 92

収　入　計 22,478
 1 事業費支出 7,700
　（1）健康づくり（スポーツ等競技会） 1,598
　（2） 生きがいと創造事業（事務費、研修費） 3,839
　（3）  研修会・部会・広報支援事業 2,263
 2 管理費支出 ( 総会、理事会、全老連会議等 ) 1,989
 3 人件費支出 12,789

支　出　計 22,478
当期収支差額 0

（単位：千円）

令和 4 年度収支予算
（令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日）
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「
31
区
高
須
北
い
ず
み
会
」
は
、

令
和
4
年
2
月
19
日
に
ク
ラ
ブ
創

立
25
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
会
で
は
、
創
立
5
周
年
か
ら

5
年
ご
と
に
、
会
員
並
び
に
関
係

者
へ
の
感
謝
と
組
織
と
そ
の
活
動

の
記
録
を
残
す
た
め
、
記
念
誌
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

作
成
の
主
な
メ
ン
バ
ー
は
、
7

名
の
班
長
で
、
役
員
会
を
通
じ

て
、
会
員
に
寄
稿
を
依
頼
し
ま
し

た
が
、
当
初
は
原
稿
が
な
か
な
か

集
ま
ら
ず
、
何
度
も
個
別
に
依
頼

す
る
な
ど
の
苦
労
も
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
で
も
中
に
は
「
高
齢
者
の

生
き
が
い
、
健
康
づ
く
り
だ
け
で

な
く
、
困
っ
た
時
や
楽
し
い
時
の

仲
間
づ
く
り
、
そ
れ
ら
が
正
に
叶

え
ら
れ
る
の
が
老
人
ク
ラ
ブ
だ
と

思
い
ま
す
。
皆
様
と
、
こ
の
先
も

こ
の
地
域
で
心
豊
か
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
、
微
力
で
す
が
、
貢
献
し

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
寄
稿
し
て

い
た
だ
い
た
会
員
も
い
て
励
み
に

な
り
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
完
成
し
た
記
念
誌

は
、
70
部
発
行
し
、
班
長
か
ら
会

員
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し
を
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
祝
賀
会
が

で
き
て
い
な
い
の
で
、
秋
ご
ろ
に

開
催
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
他
、
区
老
連
会
長
会
議
や

行
事
予
定
な
ど
を
報
告
す
る
定
例

会
を
毎
月
開
催
し
、
約
40
名
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
定
例
会
の
内
容

は
、
会
報
に
ま
と
め
て
会
員
に
配

付
し
、
欠
席
者
に
も
情
報
が
伝
わ

る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
日
頃
か
ら
の
会

員
同
士
の
つ
な
が
り
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
、
次
の

世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
け
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
の
記
録

を
丁
寧
に
残
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

25
周
年
記
念
誌
を
通
じ
て

 
会
員
間
の
つ
な
が
り
を
再
確
認

～
活
動
の
あ
ゆ
み
を
記
録
に
残
す
～

若
松　

高
須　
　

森
園　

晴
唯

会　員　数　58名
（男性14名、女性44名）
平均年齢　約75歳

会

年

【クラブの概要】

令和４年北九州市表彰
3名が社会福祉功労表彰

受賞おめでとうございます！

【受賞者の皆さん】

　去る 3 月 29 日（火）、リー

ガロイヤルホテル小倉におい

て「令和 4 年北九州市表彰式」

が行われました。本市の社会

福祉推進のため、市老連役員

として 4 年以上尽力された 3

名の方が社会福祉功労表彰を

受賞されました。

小倉南　　坂本 　良枝
若　松　　中嶋 　睦夫
八幡東　　川原 ミサ子
 （敬称略）

　市老連では、老人クラブ組織と

その活動の充実を図るため、全老

連をはじめ、行政、社協などの各

種表彰制度を活用し、長年にわた

る功労者や優れた取り組みを顕彰

しています。

　市老連は、来年、創立 60 周年を

迎えますが、単位クラブの中には、

昭和 30 年代前半に設立された歴史

のあるクラブも多くあります。

　今年度も様々な表彰制度をご案

内します。功労者への敬意を表す

とともに、休会・解散クラブ防止

のため、また、活動を受け継いで

いくためにも、クラブの沿革や活

動歴などを確認の上、制度の活用

をお願いします。

・全国老人クラブ連合会会長表彰
・厚生労働大臣表彰
・福岡県知事表彰
・福岡県社会福祉協議会会長表彰
・北九州市表彰
・北九州市長表彰
  「年長者の祭典 優良老人クラブ表彰」

予定されている表彰

老人クラブとその活動を受け継いでいくために

表彰制度のご案内
自分のクラブの沿革をご存じですか？
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【お問い合わせ先】 認知症支援・介護予防センター（TEL:522-8765）

フレイル対策のためのフレイル対策のための
４４つの活動ポイントつの活動ポイント

③口③口  腔腔
会話や食事の楽しみが続くよう、会話や食事の楽しみが続くよう、
口腔ケアにも取り組もう！口腔ケアにも取り組もう！

②栄 養②栄 養
１日 3 食きちんと食べて、生活１日 3 食きちんと食べて、生活
リズムを整えよう！リズムを整えよう！

④社会参加④社会参加
人とのつながりを人とのつながりを
大事にしよう！大事にしよう！

①運 動①運 動
適度な運動を適度な運動を
取り入れよう！取り入れよう！

フレイル対策には、交流や日々
の生活の中で楽しみを見つけ、
取り組むことが大切です。感染
予防と健康維持の両立を図りな
がら、ご自分で取り組めそうな
ことを実行してみましょう！

社会とのつながりを失うことが
フレイルの最初の入口です

コロナ禍でも

続けよう！

フレイルフレイル
予予 防防

「自分の健康は自分で守る「自分の健康は自分で守る」」ためにために

感染予防感染予防とと健康維持健康維持のの両立両立をを図りましょう図りましょう
　フレイルとは、加齢により心身が弱って介護が必要になる危険性が
高い状態のことで、早く気づいて取り組むことで予防・回復が可能です。
　以下の「フレイル対策のための 4 つの活動ポイント」のうち、今回

は「社会参加編」について解説します。

〜社会参加編〜

　近隣の方とあいさつをしたり、友人と電話や
メールで交流しましょう。

１

２

３

毎日誰かと交流しましょう

　楽しみながら続けられる自分にあった社会参加活動を
見つけましょう。（就労、ボランティア、サロン活動など）

１

２

３

やりがいのある活動をみつけよう

　スマホやパソコンを活用すれば新しい情報を得た
り、いろいろな人とつながれます。（料金設定を要確認）

１

２

３ インターネットにチャレンジ

が になる！老 ク人 ラ ブ 活 動 フ イレ ル 予 防

老人クラブの
活動に

お誘いしよう‼

市老連の
ホームページを

のぞいてみよう !!
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老人クラブ老人クラブのの魅力魅力をを伝伝ええ
仲間仲間をを増増やしましょう！やしましょう！

特 集

　定年延長や余暇の多様化などの影響に加えコロナ禍により、全国的な会員減少が続いています。本市においても、長期減少
が続いているため、新たにポスターやチラシを作成したほか、ホームページを開設し、役員会等でも対策協議を重ねています。
　昨年、小倉北区では、自治会、社協、民児協、行政との「会員促進共同会議」を、八幡西区でも「活性化委員会」を定期的
に開催した結果、小倉北区で 5 年ぶりに会員数が増加に転じ、全体的な減少率も押さえられました。
　老人クラブを取り巻く環境は依然として厳しい状況ですが、引き続き、組織的な推進を図るとともに、会員一人ひとりが老
人クラブの魅力を発信し、仲間づくりを進めていきましょう。

　クラブ名の由来は、「会員が元気にしているか」との呼びかけを意識して、
みんなで相談して決めました。主にバス旅行や交流会などを実施していて、
会員同士は、他のクラブに負けないくらい仲が良いのが自慢です。これか
らも、「元気に明るく楽しく」をモットーに、楽しく活動していきたいです。

どうしよる会　　  （八幡西　折尾東　会長　棚次　奎介）

　校区老連の発足当初は、全町内会にクラブがあり活発に活動していま
したが、平成 25 年に全滅の危機に陥ったため、新たなクラブの結成に
向け動き出しました。堅苦しいクラブ名が多いため、高齢者がいつまで
も健康で若々しく、長生きできるような名前が良いと思い「いつまでも
ヤング」にしました。現在は、グラウンド・ゴルフやバッゴー、きたきゅ
う体操など、主に健康寿命を延ばす活動に元気に取り組んでいます。

いつまでもヤング（小倉北　中島　会長　苅北　憲佳）

　活動内容がクラブごとに違うように、ク
ラブ名も多様で、それぞれに個性が光って
います。「老人会」はわかりやすい名称で
すが、今の時代や活動に合った、より親し
みやすいクラブ名や愛称をつけて、さらに
イメージアップをしてみませんか。

クラブ名を
工夫してみよう！

会 増 の ス員 強 ス メ

【別表】令和 3 年度 新規結成・活動再開クラブ
区分 区 クラブ名

新 規

門　司 松南G・G夢クラブ同好会

小倉北

アイランドクラブ(B)、寿楽会、桜クラブ(D)、
山田3悠遊クラブB、末広シニアサークルB、
砂津3シニアサークル、寿会、松寿会Ｂ、
桜クラブ(E)、桜クラブ(F)、桜クラブ(G)

小倉南 第二若園平和会、第二4の1老人クラブ、葉山会

若　松 10区平青会第二、11区平青会第三

八幡東 高見桜寿会

八幡西 今池SC

再 開
小倉北 第5若葉会

八幡東 つくも会

「地道なお誘いを！」
会員一人ひとりが勧誘の担い手です

　全老連のアンケート結果にもあるとおり、会員増強に
最も効果のあるのは声かけ、クチコミです。一方、未加
入の方は、「誘われたことがない」という回答もあります。
　“まずはお誘いする”ことから始める、地道な声かけ
で大きな成果につなげましょう。

会 増 の ス員 強 ス メ
老人クラブ会員になると、いきいきとした高齢期の
生活が実現します。

① 地域に新しい仲間ができる
② 健康の保持・増進になる
③ 知識や経験を生かし、新しい能力の発揮ができる
④ 社会活動への参画と貢献ができる
⑤ 孤独感がなくなり、心の安らぎ、充実感が得られる
 【出典：全老連「リーダー必携」】

老人クラブの魅力 ～新しい会員への呼びかけ～

区 校(地)区数 クラブ数
会員数 会員数

前年度比較男 女 計
門　司 16 54 621 1,196 1,817 ▲ 189

小倉北 24 197 2,391 4,677 7,068 69

小倉南 23 217 3,748 5,323 9,071 ▲ 43

若　松 14 42 570 1,082 1,652 ▲ 57

八幡東 15 83 1,018 1,839 2,857 ▲ 122

八幡西 23 184 2,667 4,296 6,963 ▲ 621

戸　畑 15 69 833 1,551 2,384 ▲ 93

計 130 846 11,848 19,964 31,812 ▲ 1,056

令和４年度単位クラブ及び会員の状況（４月１日現在）
小倉北区は 69 名増加！
増加は 5 年ぶり！

前年度より減少数が
521名減りました！

　市老連では、会員増強運動の一環として、新規結成及び活動再開
したクラブあたり 1 万円の奨励金を区老連に助成する制度を導入し
ました。令和 3 年度は、別表の 21 クラブ分を助成し、本制度は、
令和 5 年度まで継続する予定です。
　未組織地域に新たにクラブを結成することが困難な中、大規模ク
ラブの分割や休会・解散クラブの復活を後押しできればと思います。

新規および再開クラブへの
奨励制度を導入

市老連から１クラブ１万円を助成 !

会 増 の ス員 強 ス メ

注目！
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〝自治会との連携〟

会 増 の ス員 強 ス メ

事例紹介

　

中
の
原
長
寿
会
の
あ
る
、
中
の
原
自

治
区
会
に
は
「
自
治
区
会
に
入
会
し
て

い
る
60
歳
以
上
の
方
は
、
全
員
老
人
ク

ラ
ブ
の
会
員
と
な
る
」
と
い
う
独
自
の

会
則
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
住
民
に
理

解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
改
め
て

老
人
ク
ラ
ブ
の
概
要
を
周
知
し
た
と
こ

ろ
、
地
区
全
体
で
77
名
、
内
、
中
の
原

長
寿
会
で
は
46
名
の
新
規
入
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
60
代
の
会
員
か
ら
の

「
中
の
原
長
寿
会
の
活
動
内
容
を
知
ら
な

い
方
が
多
い
の
で
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し

て
は
ど
う
か
」
と
い
う
提
案
で
し
た
。

　

案
内
の
際
に
は
、
中
の
原
長
寿
会
の

組
織
、
行
事
及
び
会
則
等
を
明
記
し
、

自
治
区
会
加
入
者
と
長
寿
会
会
員
名
簿

を
つ
け
合
わ
せ
し
、
未
加
入

の
方
を
調
べ
て
、
き
め
細
か

に
お
誘
い
を
し
ま
し
た
。

　

18
ク
ラ
ブ
あ
る
上
津
役

南
地
区
老
連
で
、
中
の
原

長
寿
会
の
6
ク
ラ
ブ
以
外

は
、
そ
の
よ
う
な
自
治
会

と
の
会
則
が
な
い
の
で
、

他
の
ク
ラ
ブ
に
も
働
き
か

け
を
し
、
会
費
の
値
下
げ

を
実
行
し
た
り
と
各
ク
ラ

ブ
の
会
員
増
強
に
邁
進
し

て
い
ま
す
が
、
思
う
よ
う

に
進
み
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
60
代
は
現
役
の
方
も
多
く
、

役
員
に
な
り
た
く
な
い
た
め
自
治
会
を

辞
め
る
方
も
い
て
、
会
員
を
増
や
す
こ

と
と
併
せ
て
、
次
期
リ
ー
ダ
ー
を
育
て

る
こ
と
も
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
自
治
区
会
と
定
例
的
に
行
っ

て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
ラ
ジ

オ
体
操
は
、
参
加
者
が
高
齢
者
で
固
定

化
し
て
い
る
た
め
、
今
後
は
、
子
ど
も

会
を
巻
き
込
ん
だ
子
ど
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
や
、
祖
父
母
・
親
・
孫
の

三
世
代
で
の
餅
つ
き
大
会
な
ど
、
誰
も

が
参
加
し
や
す
い
行
事
を
企
画
し
、
老

人
ク
ラ
ブ
へ
の
理
解
促
進
と
加
入
を
勧

め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

北
沢
見
地
区
は
、
古
く
か
ら
お
住
ま

い
の
方
々
が
多
く
、
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

友
愛
訪
問
員
に
は
、
訪
問
対
象
者
の

引
き
こ
も
り
生
活
を
避
け
る
た
め
、
声

か
け
や
見
守
り
を
お
願
い
し
、
毎
月
の

定
例
会
で
最
近
見
か
け
な
い
等
の
情
報

が
あ
れ
ば
、
伺
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
訪
問
対
象
者
に
も
月
2
回
の

公
園
清
掃
な
ど
へ
の
参
加
を
促
し
、
心

も
身
体
も
明
る
く
健
康
に
過
ご
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
行
っ
て
い
る
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
な
が
ら
ご
み
拾
い
を
す
る
「
福
ふ
く

隊
」
の
活
動
に
も
、
会
員
約
15
名
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
の
後
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

み
な
が
ら
、
ご
み
拾
い
を
し
ま
す
。
ま

ち
が
き
れ
い
に
な
り
、
足
腰
が
鍛
え
ら

れ
る
と
好
評
な
た
め
、
チ
ラ
シ
を
作
っ

て
、
定
例
会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

の
時
に
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
参
加
す
る
会
員
が
増
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
部
が
月
１
回
、
憩
い
の

家
で
開
催
す
る
茶
話
会
「
カ
フ
ェ
テ
リ

ア
・
楽
々
（
ラ
ラ
）」
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら
折
り
紙
や
人
形
を
作
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
歌
の
一
文
に
「
私
が
生
ま
れ
て
き

た
訳
は
、
何
処
か
の
誰
か
に
救
わ
れ
て
、

私
が
生
ま
れ
て
き
た
訳
は
、
何
処
か
の
誰

か
を
救
う
た
め
」
と
、
あ
り
ま
す
。

　

会
員
同
士
で
、
ま
ず
は
お
互
い
に
気
く

ば
り
、
目
く
ば
り
、
耳
く
ば
り
に
気
を
つ

け
る
こ
と
で
、
明
る
く
住
み
や
す
い
地
域

づ
く
り
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
の
自
主
的
な
組

織
と
し
て
、
地
域
に
対
す
る
さ
さ
や
か

な
優
し
さ
と
思
い
や
り
を
も
っ
て
、
老

人
ク
ラ
ブ
ら
し
い
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

〝社協との連携〟

会 増 の ス員 強 ス メ

事例紹介

ウォーキングしながらウォーキングしながら
ごみ拾い「福ふく隊」ごみ拾い「福ふく隊」 事例 2 

支
え
合
い
の
気
く
ば
り
、

目
く
ば
り
、
耳
く
ば
り
を
大
切
に
…

～
地
域
の
年
長
者
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
ら
し
い
活
動
を
～

戸
畑　
　

北
沢
見　
　

森
満　

広
己

事例 2

【老連の概要】
クラブ数 5クラブ
会員数163名

（男性58名・女性105名）
平均年齢 75歳くらい

ク

会

年

自
治
区
会
の
会
則
に

 
老
人
ク
ラ
ブ
加
入
を
明
記

八
幡
西　

上
津
役
南　

森　
　

延
寛

事例１

【老連の概要】
クラブ数 18クラブ
会員数701名

（男性283名・女性418名）
平均年齢 80歳くらい

ク

会

年

自治区会との自治区会との
グラウンド・ゴルフ大会グラウンド・ゴルフ大会
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私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

生きがいと創造の事業
会員の健康と笑顔につながっています

　

葛
原
さ
く
ら
会
で
は
、
平
成
26

年
よ
り
生
き
が
い
と
創
造
の
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

8
名
の
友
愛
訪
問
員
に
よ
る

対
象
者
へ
の
友
愛
訪
問
活
動
を

中
心
に
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活

動
」
を
通
し
て
、
高
齢
者
の
暮
ら

し
を
支
え
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
幼
児
、

小
学
生
、
中
学
生
、
保
護
者
な
ど

も
含
め
三
世
代
交
流
が
で
き
る

よ
う
な
レ
ク
大
会
や
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
な
ど
を
時
季
に
合
わ
せ
て

企
画
し
、
ま
ち
協
や
自
治
会
、
町

内
会
な
ど
の
地
域
団
体
と
も
連

携
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
運
営
で
特
に
気
を
つ

け
て
い
る
こ
と
は
、
ス
イ
カ
割
り

や
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
、
歌
や

体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど
、
誰
も
が
気

軽
に
参
加
し
た
く
な
る
よ
う
な

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
内
容

を
考
え
た
り
、
曽
根
東
校
区
老
連

と
年
2
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

で
交
流
す
る
な
ど
、
み
ん
な
が
明

る
く
楽
し
め
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。

　

会
員
増
に
向
け
て
も
、
ま
ず
は

老
人
ク
ラ
ブ
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
多
く
の
人
に
声
か
け
し

て
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、
手

づ
く
り
の
昼
食
や
賞
品
を
準
備

す
る
な
ど
、
行
事
を
す
る
た
び
に

地
域
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
末
に
は
、
訪
問

員
が
、
対
象
者
に
さ
さ
や
か
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
年
賀
状

を
送
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
手
づ

く
り
の
桜
餅
や
お
弁
当
な
ど
に

満開の桜に笑顔満開の桜に笑顔

年賀状や年賀状や
手作り弁当で手作り弁当で
元気をお届け！元気をお届け！

手書きの年賀状手書きの年賀状

　この事業は、高齢者の孤立防止や閉じこもり予防を
目的に、校 ( 地 ) 区老連が主体となって、友愛訪問を
はじめ、ふれあい交流会や施設訪問、文化伝承活動な
どを通じて、一人暮らし等の高齢者を見守る支え合い
活動です。今年度は、昨年度より多い、市内で 78 校 ( 地 )
区、532 クラブが取り組みを進めています。
　今号では、葛原校区老連の活動をご紹介します。

愛情込めてお弁当づくり愛情込めてお弁当づくり

も
、
お
手
紙
を
添
え
て
渡
す
と
大

変
喜
ば
れ
ま
す
。　

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、

友
愛
訪
問
な
ら
で
は
の
、
こ
の
よ

う
な
心
遣
い
や
気
配
り
は
大
切

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
コ
ロ
ナ
に
注
意

し
な
が
ら
、「
ま
た
参
加
し
た
く

な
る
楽
し
い
活
動
」
を
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

おいしいご飯においしいご飯に
会話も弾みます！会話も弾みます！ ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動

季
節
に
合
わ
せ
行
事
開
催

小
倉
南　

葛
原 　

坂
本　

良
枝

【老連の概要】
クラブ数
7クラブ

（うち本事業実施
2クラブ）
会員数　90名

（男性35名
・女性55名）
平均年齢78.5歳

ク

会

年
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輝く人 輝く人 〜素敵な高齢期を〜  小倉北区編〜素敵な高齢期を〜  小倉北区編

小
倉
北
区
Ｓ
Ｃ
連
合
会

パ
ー
ク
タ
ウ
ン
大
手
町

グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ

 

町
田　

貞
彦

　

町
田
さ
ん
は
、
95
歳
と
い

う
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ

ど
若
々
し
く
、
地
域
で
も
有

名
な
健
康
長
寿
の
お
手
本
で

す
。
現
在
も
月
2
回
、
単
位

ク
ラ
ブ
の
活
動
で
原
町
緑
道

や
マ
ン
シ
ョ
ン
周
辺
の
清
掃

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
こ
れ
ま
で
も
町

内
会
長
や
小
学
生
の
登
下
校

の
見
守
り
な
ど
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
を
笑
顔
に
す

る
た
め
長
年
活
躍
さ
れ
「
令

和
3
度
年
長
者
の
祭
典
」
で

は
、
小
倉
北
区
を
代
表
し
て

長
寿
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

緑
道
に
咲
く
紫
陽
花
は
、

昔
、
町
田
さ
ん
が
お
一
人
で

１
２
０
本
植
え
た
も
の
で
、

水
や
り
の
際
は
手
押
し
車
に

１
３
０
㍑
の
タ
ン
ク
を
積
ん

で
行
う
な
ど
、
丹
精
込
め
て

育
て
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今

も
毎
年
6
月
に
な
る
と
ピ
ン

ク
や
む
ら
さ
き
、
青
、
白
な

ど
の
色
鮮
や
か
な
紫
陽
花
が

咲
き
誇
り
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

町
田
さ
ん
の
元
気
の
秘
訣

は
好
物
の
ド
ー
ナ
ツ
と
、
毎

日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
欠
か
さ

な
い
こ
と
で
、
自
宅
か
ら
大

手
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
行
き
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
１
周
し
て
足

腰
を
鍛
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
「
人
の
た
め
に
尽
く

す
」と
い
う
町
田
さ
ん
の
モ
ッ

ト
ー
の
も
と
、
笑
顔
輝
く
充

実
し
た
毎
日
を
お
送
り
く
だ

さ
い
。

梅
雨
を
彩
る
紫
陽
花
ロ
ー
ド

梅
雨
を
彩
る
紫
陽
花
ロ
ー
ド

～誇りと連帯のシンボルを胸に～
　全国共通の老人クラブの会員章を販売しています。
　鶴をデザインした従来タイプと、今年度限りの全老連創立
60 周年記念タイプの 2 種類があります。価格は、いずれも
1,000 円で、収益の 50％は、区老連の活動費となります。
　会員章を胸に活動の輪をさらに広げましょう。

【お問合せ】 市老連事務局　TEL:871-2910

従来タイプ 60 周年記念タイプ

仲間のしるし
「会員章」

　クラブ運営を理解するうえでの基礎的
な資料として、また老人クラブの全体像
を確認する資料としてご活用いただけま
す。後継者の育成のためにもぜひ１冊！ １冊 640 円

（税・送料込み）

新会長の道しるべに１冊
「リーダー必携」

「会員募集チラシ」リニューアル！

加入のお誘いの際にチラシを配布しませんか？

チラシが必要な方は、市老連までお問合せください

TEL:871-2910
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私
た
ち
は
、
萩
老
連
シ
ニ
ア
交

通
安
全
ク
ラ
ブ
を
２
０
１
９
年
11

月
に
立
ち
上
げ
、
月
に
2
回
、
朝

１
時
間
、
小
学
校
の
通
学
路
の
交

差
点
で
交
通
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
福
岡
県
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
団
体
事
業
の
補

助
金
を
い
た
だ
い
て
、ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
作
り
約
20
名
で
始
め
ま
し
た
。

こ
の
活
動
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

も
よ
く
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に

な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安

全
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
に
１
回
は
総
会
を
開

催
し
、
お
互
い
の
情
報
交
換
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
「
歩
道
と

車
道
の
境
の
白
線
が
消
え
て
い
る
」

「
交
通
標
識
が
カ
ビ
や
汚
れ
で
見
え

な
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
を
通
し
て
警
察

に
届
け
出
を
行
い
改
善
さ
れ
ま
し

た
。

　

活
動
し
て
い
る
と
、
高
齢
者
の

方
が
、
斜
め
横
断
や
信
号
を
守
ら

な
い
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
る
危

険
な
行
為
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち

に
対
し
て
恥
ず
か
し
い
と
残
念
に

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
3
年
間
あ
ま
り
の

活
動
で
、
病
気
や
高
齢
の
た
め
に

辞
め
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
新

し
い
仲
間
を
誘
い
、
現
在
も
会
員

20
名
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
寒
い

日
や
雨
の
日
は
つ
ら
い
時
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
、
頑
張
っ

て
学
校
へ
通
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
地
域
を
守

る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

門
司　

萩
ヶ
丘　

吉
成　

英
明

守
り
続
け
る
子
ど
も
の
安
全 活

動

活
動

萩老連シニア交通安全クラブ萩老連シニア交通安全クラブ
お揃いのユニフォームで活動お揃いのユニフォームで活動

おはよう！おはよう！
車に気をつけてね車に気をつけてね

　

昨
年
5
月
、
黄
砂
飛
来
予
報
が
出

た
。
今
春
は
す
で
に
2
度
出
た
。
昨

年
は
晴
天
に
も
関
わ
ら
ず
皿
倉
山
も

何
と
な
く
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
は
っ
き

り
し
な
い
霞
空
。
黄
砂
は
詩
的
表
現

を
す
れ
ば
春
霞
。
中
国
の
正
史
に
は

「
黄
砂
を
雨
ふ
ら
す
」
と
出
て
く
る
。

太
陽
も
隠
れ
る
ほ
ど
凄
ま
じ
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

俳
句
の
世
界
で
は
黄
砂
を
霾
る

と
い
う
。
霾
ぐ
も
り
と
も
い
う
。
中

国
河
北
で
詠
ま
れ
た
古
い
句
集
『
長

谷
川
素
逝
句
集
』（
昭
和
14
年
）
に

つ
ち
ふ
る
や
日
輪
た
か
く
黄
に
変
じ

つ
ち
風
の
あ
ら
し
地
平
よ
り
起
こ
る

と
詠
ま
れ
て
い
て
、
黄
砂
の
そ
の

凄
ま
じ
さ
が
実
感
と
し
て
理
解
で

き
る
。

若
山
牧
水
の
歌
に

ふ
る
さ
と
の
尾
鈴
の
山
の
か
な
し
さ
よ

　
　
秋
も
霞
の
た
な
び
き
て
居
り

が
あ
る
。
失
意
の
う
ち
に
帰
郷
し
た

牧
水
。
普
通
、
秋
に
は
来
な
い
霞
が

た
な
び
い
て
尾
鈴
山
を
覆
っ
て
い

た
。
そ
れ
は
牧
水
の
心
の
霞
で
も

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　平成 14年から 9月 15 日　平成 14年から 9月 15 日
はは「老人の日」「老人の日」、老人の日か、老人の日か
ら１週間はら１週間は「老人週間」「老人週間」です。です。

　地域社会に対する感謝　地域社会に対する感謝
と高齢者の活力を示すたと高齢者の活力を示すた
め、全国一斉「社会奉仕のめ、全国一斉「社会奉仕の
日」に清掃活動などに取り日」に清掃活動などに取り
組みましょう。組みましょう。

仲間と集い仲間と集い
高齢者の元気な姿を示しましょう高齢者の元気な姿を示しましょう

9月 20 日は9月 20 日は
全国一斉「社会奉仕の日」全国一斉「社会奉仕の日」

黄　砂黄　砂

八幡東　大蔵第３
 烏　冬青

投稿ひろば投稿ひろば
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今後とも、老人クラブ活動へのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　市老連では、随時、賛助会員を募集しています。老人クラブの活動に
ご賛同いただける方ならどなたでもご加入いただけます。また、ホーム
ページから「入会申込書」がダウンロードできるようになりました。

◎個人会員（年会費）　１口　10,000 円
◎団体会員（年会費）　１口　10,000 円

　老人クラブ活動の趣旨にご賛同いただき、ご加入いただいた賛助会員の皆様です。
　賛助会員様の温かいご支援、ご協力に厚くお礼申し上げます。いただいた賛助会
費は、明るい長寿社会と地域福祉の向上のため大切に活用させていただきます。（順不同、敬称略）

賛助会員様のご紹介

医療法人 真光憲会
みやび内科・眼科クリニック

株式会社ホテルマネジメント
嬉野温泉　入船荘 九州バントラ株式会社

株式会社 サンレー 株式会社 丸ふじ

社会医療法人財団 池友会
新小文字病院

株式会社 一の俣温泉観光ホテル

東武トップツアーズ株式会社　関門支店
株式会社 若港

会
員
文
芸

会
員
文
芸

終
活
の
前
に
庭
木
を
切
ら
さ
れ
た

終
活
の
前
に
庭
木
を
切
ら
さ
れ
た

  

八
幡
東　

前
田
２　

亀
川　

致
洋

八
幡
東　

前
田
２　

亀
川　

致
洋

歯
の
治
療
口
あ
け
二
時
間
く
た
び
れ
た
〜

歯
の
治
療
口
あ
け
二
時
間
く
た
び
れ
た
〜

  

八
幡
東　

前
田
２　

亀
川　

信
江

八
幡
東　

前
田
２　

亀
川　

信
江

ま
だ
八
十
人
生
百
年
時
間
あ
り

ま
だ
八
十
人
生
百
年
時
間
あ
り

  

八
幡
東　

前
田
２　

新
谷　

好
美

八
幡
東　

前
田
２　

新
谷　

好
美

爽
や
か
に
頬
う
つ
風
や
森
の
中

爽
や
か
に
頬
う
つ
風
や
森
の
中

  

八
幡
西　

千
代　
　

伊
東　

興
一

八
幡
西　

千
代　
　

伊
東　

興
一

俳
　
句

引き続き、円滑なクラブの運営に引き続き、円滑なクラブの運営に
職員一同、努めてまいります職員一同、努めてまいります

市老連職員紹介

　令和 4 年度から、
新たに「活動推進員」
となりました。二

に き

木
直美です。
　これからよろしく
お願いします。

　このたび、北九州市老連の活動推進員
として二木直美さんが就任しました。

【お問合わせ】市老連事務局　TEL（093）871−2910
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この広報紙は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております。

私たちは北九州市老人クラブ連合会の活動を応援しています

2 版（若松・八幡東・八幡西・戸畑区版）

◆
編
集
後
記

　
今
号
か
ら
、
市
老
連
だ
よ
り

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
た
活
動
推
進
員
の
西
村

直
子
で
す
。

　
作
成
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と

は
、
校（
地
）区
老
連
、
単
位
ク

ラ
ブ
で
、
役
員
や
会
員
の
方
が

そ
れ
ぞ
れ
に
知
恵
を
出
し
合
っ

て
、
熱
心
に
健
康
づ
く
り
や
仲

間
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
推
進
に
対
す
る
皆
様
の

ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
は
ま
だ
完
全
に
収
束

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
会
員
増
強

や
友
愛
活
動
な
ど
、
明
る
く
元

気
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
紙
面
を
通
し
て
、
お
一
人

で
も
多
く
の
会
員
の
方
と
つ
な

が
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

�

（
事
務
局
）

　会員の皆様からの投稿を募集します。400 字程度で、写真や資料を同封の上、連絡先を明記して、市
老連へ直接送付いただくか、各区老人クラブ連合会を通じてご応募ください。なお、紙面の都合で掲載
できない場合もありますのでご了承ください。� 【市老連Ｅメール　w07f201@wel-tobata.jp】

原稿募集

スポンサーへのお礼

　このたびは「市老連だより」の発行にあた
りまして広告の掲載をいただき誠にありがと
うございました。
　本紙は、会員が豊かで幸せな生活を送れるよ
うに願って発行しております。
　これからも末長きご厚誼、ご支援を賜りま
すようお願い申しあげます。
� 一般社団法人　北九州市老人クラブ連合会

〒 757-0012
山口県山陽小野田市埴生 3392
☎ 0836-79-0130
北九州から車で 30 分♪　
農場で季節を体験しませんか？

「ブルーベリー狩り」
「スイートコーン狩り」
「季節の食材を使用したランチ」
「100 万本のひまわり畑」
夏は山陽小野田市　花の海へ！

季節体験農場 花の海
【賛助会員】【賛助会員】

スマホ
対応

ホームページを開設しました！

入会のご案内や活動紹介のほか、必要な資料や補助金の
様式などもダウンロードできるようになりました。

⬆こちらの QR コードからもご覧いただけます

北九州市老連に
アクセスしやすくなりました

アドレス  https://roujinclub.com

門司区老人クラブ連合会   mojirou@bizimo.jp

小倉北区シニアサークル連合会　 k.kitarouren@image.ocn.ne.jp

小倉南区老人クラブ連合会   minamirou@ari.bbiq.jp

若松区老人クラブ連合会   wakarou@vesta.ocn.ne.jp

八幡東区老人クラブ連合会　  higashirou@outlook.jp

八幡西区シニアクラブ連合会   fcc176289@tra.bbiq.jp

戸畑区老人クラブ連合会　 tobatarou@cap.ocn.ne.jp

区老連へのお問合わせも便利な〝Ｅメール〟をご活用ください！

New‼


